














学位授与年月日 平成 12 年 7 月 31 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当
















































を行う J ことにある。したがって、この神経団路の特性を解析し、これに基つ) ~ 、たモデル化を進める過程で、
「遅い素子を用いた速い情報処理」の原理を見出し、新規なコンビュータアーキテクチャに応用することができ
ると考えられる。
以上の様に、本研究では、今まで困難であった晴乳類の中枢神経系の神経回路が担う機能の時空間的な解析を、神
経細胞の培養法と光計測法を用いて実現していることで、多くの新しい知見を得ている。さらに、研究結果の工学的
応用についても検討し、今後の神経科学・電子工学分野の発展に寄与するところが大き L、。よって、本論文は博士
(工学)の学位請求論文として十分な価値を有するものと認める。
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